
受賞者からのコメント 

対象：保健医療学部作業療法学科 ３・４年 

保健医療学部作業療法学第二講座  助教 森元 隆文 

 

「授業を行うにあたって工夫していること」 

 

授業の担当経験・時間が少ないので見えていないことも多いですが、授業で呈示し話す

内容はできるだけ配布資料に記載しておくことで、授業時間中はメモをとるよりも前を

向いて話を聞いてもらえるように意識しています。 

授業内容としては、臨床場面での具体的なプログラムの内容や声のかけ方のみでなく、

その背景にある知識や考え方、視点を合わせて説明することで学生が実習や臨床場面で

広く応用できることを狙っています。 

どうやったら興味・関心を持ってもらえるか、身近な学問として考えてもらえるかにつ

いては、まだまだ試行錯誤の段階です。  

 

 

  

「学生への要望・アドバイス等」 

 

 授業を通して疑問や意見を質問として挙げて述べることは難しくても、「こういう理解

で良いのかな」「もっと具体的に説明してほしいな」という所は少なからずあると思いま

す。 

それを聞くことで自身の記憶にも残りやすいと思いますし、教員としても呈示や説明

方法を再考する機会になるので、是非尋ねて頂ければと思っています。 

 

 

 


